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平成二十一年（二○○九）は、歴史地理学者吉田東伍が明治
四
十
二
年
（
’
九
○
九
）
に
『
能
楽
古
典
世
阿
弥
十
六
部
集
」
（
能
楽
会
）
を
刊
行
し
て
か
ら
百
年
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
記
念
し
て
の
展
示
、
学
会
の
企
画
や
演
能
の
催
し
、
雑
誌
の
特
集
な
ど
が
目
立
っ
た
。
吉
田
が
一
年
前
の
明
治
四
十
一
年
に
当
該
の
世
阿
弥
能
楽
論
書
を
雑
誌
『
能
楽
』
に
発
表
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
の
平
成
二
十
年
か
ら
百
年
を
祝
う
催
し
が
散
見
し
て
い
た
が
、
本
年
に
な
っ
て
本
格
化
し
た
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
平
成
十
二
年
の
「
花
伝
」
六
百
年
記
念
や
前
年
の
『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
か
っ
た
が
、
吉
田
東
伍の学恩にふさわしい、骨太な企画が多かった。
近
年
の
世
界
的
金
融
危
機
に
伴
う
不
況
の
余
波
は
、
こ
の
業
界
と
全
く
無
縁
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
特
に
舞
台
制
作
に
と
っ
て
は
か
な
り
厳
し
い
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
り
、
能
界
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
る
ま
い
。
現
在
で
も
能
の
催
し
物
は
多
く
、
他
分
野
と
の
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
る
。
能
楽
堂
へ
行
け
ば
い
い
舞
台
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
し
、
は
じ
め
に ヒヒ台日
界
展
望
（
平
成
二
十
一
年
）
満
員
の
公
演
も
目
に
は
す
る
。
し
か
し
、
素
人
弟
子
に
動
員
を
支
え
て
も
ら
う
状
況
は
、
稽
古
人
口
の
減
少
と
と
も
に
限
界
が
近
づ
い
て
い
る
。
公
演
に
連
動
し
た
講
座
な
ど
の
開
催
で
新
規
の
観
客
を
増
や
そ
う
と
す
る
ほ
か
、
公
演
の
宣
伝
や
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
な
ど
新
し
い
媒
体
を
利
用
す
る
方
法
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
観
世
会
定
期
能
が
キ
リ
番
の
み
を
安
価
に
鑑
賞
で
き
る
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ワ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
導
入
す
る
な
ど
、
金
額
設
定
や
販
売
方
法
を
見
直
す
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
以
上
の
よ
う
な
努
力
や
試
み
が
ど
う
実
を
結
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
い
舞
台
を
作
る
こ
と
も
無
論
大
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
い
っ
そ
う
の
企
業
努
力
な
ら
ぬ
、
「
主
催
者
努
力
」
が
求
め
ら
れ
る
時
代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
年
同
様
、
す
べ
て
の
催
し
を
と
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
敬
称
を
一
部
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
容
赦
願
い
た
い
。
なお、以下の展望記事は、「さまざまな催し」全体を江口が、
「栄誉・受賞」以降を山中が分担している。
（江口文恵）
江
口
文
恵
・
山
中
玲
子
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１３８
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
【記念能］
◎
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
開
館
十
周
年
静
岡
県
立
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
が
十
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
を
記
念
し
て
の
催
し
。
２
月
那
日
「
雛
の
宴
’
五
人
卿
子
の
お
ひ
な
ざ
ま
ｌ
」
（
交
流
ホ
ー
ル
）
に
は
観
世
喜
正
・
大
倉
源
次
郎
・
亀
井
広
忠
ほ
か
が
出
演
。
雅
楽
と
能
楽
の
公
演
。
３
月
７
日
に
は
「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
能
」
（
中
ホ
ー
ル
・
大
地
）
が
催
さ
れ
た
。
演
目
は〈望月〉観世清和、〈蝸牛〉野村萬斎。
◎
観
世
九
皐
会
百
周
年
観
世
九
皐
会
は
、
前
年
の
平
成
一
一
十
年
か
ら
百
周
年
記
念
と
し
て
三
年
に
わ
た
り
記
念
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
同
会
百
周
年
の
詳
細
は
前
号
の
能
界
展
望
に
詳
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
当
年
分
の
主
な
催
し
を
列
記
し
て
お
く
。
４
月
別
日
。
国
立
能
楽
堂
。
〈摂待〉長山禮三郎、〈千鳥〉野村萬、〈道成寺〉桑田貴志ほか。
７月別日。矢来能楽堂。〈熊野村雨留〉佐久間二郎、〈財宝〉
大
藏
彌
太
郎
、
〈
天
鼓
弄
鼓
之
舞
〉
坂
真
太
郎
ほ
か
。
９
月
岨
日
。
大
槻能楽堂。〈鶏鵡小町杖三段之舞〉長山禮三郎、〈鐘の音〉善
竹
忠
一
郎
、
〈
菊
慈
童
遊
舞
之
楽
〉
観
世
喜
之
ほ
か
。
、
月
３
日
。
名
古
屋
能
楽
堂
。
〈
猩
々
乱
双
之
舞
〉
観
世
喜
之
・
観
世
喜
正
、
〈
鐘
の
音〉佐藤友彦、〈道成寺赤頭〉中所宜夫ほか。、月旧日。矢来
能楽堂。〈松風〉遠藤和久、〈禰宜山伏〉山本東次郎、能〈那
郵
〉
古
川
充
ほ
か
。
な
お
、
雑
誌
『
観
世
」
３
月
号
に
観
世
喜
之
・
観
世
喜
正
親
子
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
観
世
九
皐
会
百
周
年
を
迎
え
て
」
が
載る。
◎
京
都
薪
能
Ⅱ
回
記
念
６
月
１
日
・
２
日
。
平
安
神
宮
。
昭
和
閉
年
に
開
始
さ
れ
た
京
都
薪
能
のⅡ回記念公演。１日は〈翁〉井上裕久、〈絵馬〉河村和重、
〈杜若恋之舞〉橋本雅夫、〈福の神〉茂山千作、〈正尊〉豊嶋三
千春。２日は〈翁神楽式〉金剛永謹、〈花月〉浦田保浩、〈羽衣
盤渉〉松野恭憲、〈釣針〉茂山千五郎、〈紅葉狩鬼揃〉分林道
治
・
古
橋
正
邦
。
ｎ
月
幻
日
に
は
、
金
剛
能
楽
堂
で
帥
回
を
祝
賀
し
て
の乱能が催された。〈翁〉茂山七五三、〈絵馬〉林光壽、〈安
宅〉茂山あきら、〈一角仙人〉前川光長ほか。
◎
第
釦
回
記
念
名
古
屋
金
春
会
特
別
公
演
Ⅱ月１日。名古屋能楽堂。〈橋弁慶〉金春穂高、〈竹生島参〉野
村小三郎、〈百万〉本田光洋、〈乱〉鬼頭尚久。
◎
世
阿
弥
伝
書
発
見
・
刊
行
百
周
年
記
念
能
ｎ月ｎ日。大江能楽堂。〈通盛〉味方健ほか。吉田東伍『世阿
弥
十
六
部
集
』
刊
行
百
年
を
記
念
し
て
の
催
し
。
【復曲・新作など］
復
曲
及
び
新
作
の
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
そ
の
作
品
の
ゆ
か
り
の
地
で
公
演
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
首
都
圏
及
び
関
西
に
偏
り
が
ち
な
能
の
興
行
に
と
っ
て
は
、
新
作
・
復
曲
の
地
方
公
演
が
充
実
し
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
前
年
の
『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
の
影
響
も
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』
を
も
と
に
作
ら
れ
た
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新
作
能
も
散
見
す
る
。
そ
れ
も
含
め
て
、
新
作
能
・
新
作
狂
言
の
再
演
・
再
々
演
や
、
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
た
上
演
な
ど
が
目
に
つ
く
。
新
作
を
一
回
き
り
の
も
の
に
せ
ず
、
続
け
て
い
く
こ
と
で
根
付
か
せ
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
能
以
外
の
楽
器
や
音
楽
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
別
ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
目
立
つ
。
い
つ
ぽ
う
、
復
曲
に
関
し
て
は
以
前
に
比
べ
る
と
上
演
頻
度
が
あ
ま
り
多くないようだが、関連する企画が雑誌などで取り上げられ
た
り
、
展
示
や
当
該
曲
に
つ
い
て
の
論
文
が
目
立
ち
、
能
界
の
活
性
化
にはつながっている。以下に主なものを挙げておく。
◎新作狂言〈歌ほめ〉〈かけとり〉ほか。
１
月
Ⅲ
日
。
パ
ル
コ
劇
場
。
■
ど
急
の
ど
房
目
石
臼
８
公
演
。
〈
歌
ほ
め〉は帆足正規作で出演は茂山茂・茂山宗彦。〈かけとり〉は
茂
山
逸
平
作
で
同
名
の
落
語
を
も
と
に
し
た
も
の
。
出
演
は
茂
山
逸
平
・
茂
山
茂
・
茂
山
童
司
・
丸
山
や
す
し
。
ほ
か
に
木
下
順
二
原
作
の
人形劇をもとにした〈木竜うるし〉、前年に沖縄で初演された
わかぎゑふ作〈わちやわちや〉なども上演された。
鋼◎新作能〈赦〉
、２月皿日。ルテアトル銀座。前年から続く日仏交流Ⅲ周年
Ⅷ記念・源氏物語千年紀公演の三公演目・六条御息所をシテと
く望
し
た
新
作
能
。
出
演
は
梅
若
玄
祥
・
角
当
直
隆
・
村
瀬
堤
・
松
田
弘
獺之・吉坂一郎・原岡一之ほか・
能◎新作能〈河勝〉
胡
２
月
姐
日
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
。
９
月
Ⅲ
日
。
縄
文
ロ
マ
ン
パ
ー
ク
。
ふ
１
く
い
若
狭
薪
能
。
出
演
は
大
槻
文
蔵
・
梅
若
玄
祥
ほ
か
。
前
年
初
演
の
作
品
で
世
阿
弥
伝
書
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
秦
河
勝
伝
説
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
。
◎新作能〈狐狗狸噺〉
３
月
別
日
。
茨
木
市
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
。
春
来
る
狂
言
。
京
極
夏
彦
原
作
の
狂
言
。
出
演
は
茂
山
逸
平
・
茂
山
茂
。
◎復曲能〈墨染櫻〉
３
月
別
日
。
宝
生
能
楽
堂
。
塩
津
哲
生
の
会
特
別
公
演
。
塩
津
哲
生
節
付
・
監
修
。
村
上
湛
演
出
・
補
綴
。
田
草
川
み
ず
き
能
本
校
訂
。
出
演
は塩津哲生・宝生欣哉・高澤祐介・松田弘之・曽和正博・亀
井
忠
雄
・
観
世
元
伯
ほ
か
。
な
お
、
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
５
月
号
に
村
上湛氏の報告「完曲〈墨染櫻〉復興報告」が載る。
◎新作能〈蛍〉
４
月
５
日
。
椿
山
荘
。
目
白
シ
ン
ラ
ー
ト
２
０
０
９
～
椿
山
篝
火
舞
台
～
第
三
夜
。
桜
間
右
陣
作
。
出
演
は
桜
間
右
陣
・
森
常
好
・
松
田
弘
之
・
大
倉
源
次
郎
・
亀
井
広
忠
・
金
春
國
和
ほ
か
。
◎能〈リア王〉再々演
４
月
別
日
。
紀
尾
井
ホ
ー
ル
。
平
成
岨
年
皿
月
に
初
演
さ
れ
た
シ
ェ
イ
クスピア作品からの翻案作品の再々演。上田邦義作。出演は
足立禮子・遠藤喜久・遠藤博義・新井麻衣子・寺井久八郎・
古賀裕己・上條芳暉・徳田宗久ほか。
◎新作狂言〈一一文酒〉〈お用の尼〉
５
月
、
日
。
名
古
屋
能
楽
堂
。
第
矼
回
「
鳳
の
会
」
佐
藤
友
彦
舞
台
生
活六十周年記念。ともに佐藤友彦作。出演は井上靖浩・今枝
郁
雄
・
井
上
菊
次
郎
・
佐
藤
友
彦
。
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◎新作能〈オンディーヌ〉
６
月
ｕ
日
。
セ
ル
リ
ァ
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
。
７
月
別
日
。
奈
良
県
新
公
会
堂
。
モ
ッ
ト
・
フ
ー
ヶ
ー
の
原
作
を
能
に
翻
案
し
た
も
の
。
本
間
生
夫
作
、
梅
若
猶
彦
演
出
、
観
世
鏡
之
丞
監
修
。
出
演
は
梅
若
猶
彦
・
梅
若義久・三宅近成・大村滋一一・幸正昭・藤田次郎・上田悟ほ
か。◎新作能〈沖縄残月記〉
６
月
別
日
。
セ
ル
リ
ァ
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
。
「
琉
球
舞
踊
と
能
の
舞
ｌ
祝
い
と
思
い
／
新
作
能
沖
縄
残
月
記
」
。
多
田
富
雄
作
。
清
水
寛
二
節付・演出。〈原爆忌〉〈長崎の聖母〉に続く第二次世界大戦を
主
題
に
し
た
多
田
富
雄
の
新
作
能
の
三
作
目
。
能
の
離
子
の
ほ
か
に
琉
球
楽
器
三
線
も
加
え
た
。
出
演
は
清
水
寛
二
・
伊
藤
嘉
章
・
伊
藤
嘉
寿
・
志
田
房
子
・
志
田
真
木
・
松
田
弘
之
・
古
賀
裕
己
・
柿
原
弘
和
ほ
か。◎新作能〈兼続〉再演
一年前の平成二十年に初演されたく兼続〉は同年放送されたＮ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
直
江
兼
続
に
関
す
る
新
作
能
で
新
潟
県
内
を
中
心
に
再
演
が
続
い
て
い
る
。
６
月
別
日
、
碧
水
園
能
楽
堂
、
シ
テ
小
島
英
明
。
７
月
ｕ
日
、
秋
保
温
泉
佐
勘
、
シ
テ
観
世
喜
正
。
７
月
班
日
、
六
日
町
小
学
校
校
庭
、
シ
テ
寺
井
榮
。
、
月
９
日
、
昭
和
公
園
陸
上
競
技
場
、
シ
テ
観
世
喜
正
。
皿
月
妬
日
、
上
越
文
化
会
館
、
シ
テ
観
世
喜
正
。
ｎ
月
過
日
、
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
劇
場
、
シ
テ
観
世
喜
正。◎新作能〈舟維盛〉
８
月
砠
日
。
横
浜
能
楽
堂
。
「
平
家
物
語
の
世
界
」
。
平
維
盛
入
水
認
を
も
と
に
し
た
新
作
能
。
出
演
は
櫻
間
右
陣
・
森
常
好
・
松
田
弘
之
・
大
倉
源
次
郎
・
亀
井
広
忠
ほ
か
。
◎新作能〈空海〉
ｎ
月
ｎ
日
。
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
特
設
舞
台
。
出
演
は
梅
若
玄
祥
・
梅
若
晋
矢
・
則
久
英
志
・
松
田
弘
之
・
飯
田
清
一
・
白
坂
信
行
・
田
中
達
ほ
か
。
◎新作狂言〈老人木〉
皿
月
咀
日
。
宝
塚
ソ
リ
オ
ホ
ー
ル
。
手
塚
治
虫
記
念
館
開
館
十
五
周
年
記
念
公
演
。
漫
画
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」
を
も
と
に
し
た
新
作
能
。
出
演
は
善
竹
隆
司
・
善
竹
隆
平
。
◎復曲〈丹後物狂〉
皿
月
叫
日
。
智
恩
寺
。
丼
阿
弥
原
作
に
世
阿
弥
が
手
を
入
れ
た
世
阿
弥
時
代
の
人
気
曲
を
、
作
品
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
天
橋
立
の
智
恩
寺
で
上
演
。
出
演
は
観
世
清
和
・
観
世
三
郎
太
・
福
王
和
幸
・
山
本
東
次
郎
・
杉
信
太
朗
・
鵜
沢
洋
太
郎
・
亀
井
広
忠
ほ
か
。
な
お
、
関
連
企
画
と
し
て
９
月
旧
日
～
皿
月
妬
日
に
上
演
記
念
企
画
展
「
世
阿
弥
の
時
代
～
義
満
を
め
ぐ
る
芸
能
と
丹
後
～
」
（
京
都
府
立
丹
後
郷
士
資
料
館
）
、
９
月
刈
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
天
橋
立
と
室
町
文
化
～
義
満
と
世
阿
弥
の
旅
～
」
（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
）
、
加
月
３
．
４
日
に
は
京
都
府
立
丹
後
郷
士
資
料
館
で
文
化
財
講
座
、
如
月
別
日
に
。
丹
後
物
狂
」
を
十
倍
楽
し
む
講
演
会
」
（
智
恩
寺
方
丈
・
み
や
づ
歴
史
の
館
）
な
ど
が
催
さ
れ
た
ほ
か
、
雑
誌
『
観
世
」
が
、
～
皿
月
号
で
特
集
企
画
を
組
ん
だ
。
◎新作能〈水の輪〉
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【海外との交流・海外公演など】
◎
ル
ー
マ
ニ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
能
楽
公
演
２
月
６
日
～
ｎ
日
。
国
際
交
流
基
金
の
主
催
事
業
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カレスト国立劇場、オーストリアのウィーン目目呂臣己の【
三】ｇ西呈①⑦で〈葵上梓之出×伯母ヶ酒〉の公演。出演は武
田
志
房
・
山
階
彌
右
衛
門
・
関
根
祥
人
・
善
竹
隆
司
・
善
竹
隆
平
ほ
か
。
◎
喜
多
流
大
島
家
が
北
欧
公
演
５
月
ｎ
日
～
別
日
。
国
際
交
流
基
金
主
催
事
業
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ヘ
ｎ
月
ｕ
日
。
杉
並
能
楽
堂
。
「
東
西
迷
」
を
観
る
会
。
和
泉
流
の
み
の
所
演
曲
を
大
蔵
流
で
復
曲
。
出
演
は
山
本
東
次
郎
。
匡
・
野
村
万
禄
ほ
か
。
◎復曲狂言〈東西迷〉
Ⅲ
月
Ｅ
日
。
「
川
の
駅
」
は
ち
け
ん
や
特
設
水
上
舞
台
。
「
水
都
大
阪
２
０
０
９
」
。
山
本
章
弘
作
。
水
質
汚
染
と
再
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
作
能
。
出
演
は
山
本
章
弘
・
山
本
麗
晃
・
浦
田
保
浩
ほ
か
。
一
般
公
募
の
子
供
た
ち
も
参
加
。
ｎ
月
別
日
に
は
大
阪
中
央
公
会
堂
で
再
演
。
◎新作狂言〈はらべ山〉
ｎ
月
肥
日
。
国
立
能
楽
堂
。
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演
。
文
化
庁
芸
術
祭
主
催
。
平
成
ｎ
年
初
演
の
帆
足
正
規
作
、
茂
山
千
之
丞
演
出
の
新
作
狂
言
。
出
演
は
茂
山
千
之
丞
・
茂
山
正
邦
・
茂
山
茂
・
茂
山
逸
平
ほ
か
。
◎創作狂言〈オトタチバナヒメ〉
ｎ
月
５
日
。
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
。
房
総
発
見
伝
白
狂
言
。
日
本
武
尊
の
后
弟
橘
媛
を
主
人
公
に
し
た
作
品
。
出
演
は
小
笠
原
【講座・展覧会など】
◎
東
京
文
化
財
研
究
所
が
パ
ネ
ル
展
示
開
催
３
月
よ
り
東
京
文
化
財
研
究
所
が
１
階
ロ
ビ
ー
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
お
い
て
展
示
「
Ｘ
線
透
過
撮
影
に
よ
る
能
管
・
龍
笛
の
構
造
解
明
」
を
開
始。能管の構造・制作方法の違いなどを解説。
◎
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
「
世
阿
弥
発
見
一
○
○
年
ｌ
吉
田
東
伍
と
能楽研究の歩みｌ展」
３
月
１
日
～
路
日
。
「
世
阿
弥
十
六
部
集
』
刊
行
か
ら
百
年
を
記
念
し
て
、
校
訂
者
吉
田
東
伍
の
自
筆
原
稿
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
資
料
や
写
真
、
世
阿
弥
伝
書
を
展
示
。
◎
能
楽
学
会
大
会
ル
シ
ン
キ
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
劇
場
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ルムのスードラ劇場で〈羽衣〉〈天鼓〉ほかの公演。出演は大島
政
允
・
大
島
輝
久
・
大
島
衣
恵
・
出
雲
康
雅
ほ
か
。
◎
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
能
面
・
能
装
束
展
５
月
Ⅲ
日
～
８
月
別
日
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
ク
フ
の
日
本
美
術
技
術
セ
ン
タ
ー
。
開
館
巧
周
年
記
念
展
示
「
幽
玄
の
世
界
展
」
。
能
面
百
二
十
点
、
能
装
束
十
五
点
な
ど
を
展
示
。
同
国
初
の
能
面
展
。
◎
野
村
万
作
北
京
公
演
５月明日。長安大戯院。中国芸術研究院からの名誉教授号授
与を記念しての公演。〈三番翌〉〈棒縛ｘ茸〉・出演は野村万
作
・
野
村
萬
斎
・
石
田
幸
雄
ほ
か
。
同
月
Ⅲ
日
に
は
北
京
大
学
で
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。
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３
月
皿
・
皿
日
に
開
催
さ
れ
た
能
楽
学
会
大
会
も
大
会
企
画
の
テ
ー
マ
として「世阿弥発見百年Ｉ吉田東伍の人と学問ｌ」を掲げ、
演
劇
博
物
館
の
展
示
と
リ
ン
ク
し
て
行
わ
れ
た
。
ｎ
日
に
は
表
章
・
竹
本
幹
夫
・
千
田
稔
の
講
演
が
行
わ
れ
、
皿
日
の
研
究
発
表
で
も
世
阿
弥
や世阿弥伝書に関する発表が数本あった。
◎
松
伯
美
術
館
企
画
展
「
幽
玄
の
美
を
追
い
求
め
ｌ
松
園
・
松
篁
の
芸
術館を育てた能楽ｌ」
４
月
２
日
～
５
月
ｎ
日
。
上
村
松
園
の
「
草
紙
洗
小
町
」
「
砧
」
な
ど
能
を
題
材
と
し
た
作
品
や
金
剛
宗
家
所
蔵
の
面
・
装
束
な
ど
を
展
示
。
◎
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
「
仏
教
と
能
」
①
７
月
２
日
石
井
倫
子
「
能
に
描
か
れ
た
仏
教
」
②
７
月
別
日
竹
本
幹
夫
「
西
本
願
寺
と
能
」
③
、
月
１
日
宝
生
閑
・
西
哲
生
「
僧
に
扮
す
る
ｌ
ワ
キ
方
芸
談
」
④
、
月
別
日
三
浦
裕
子
「
「
音
楽
」
に
見
る
能
と
仏
教」◎早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
三
鷹
の
丼
一
戸
」
を
廻
る
輪
舞
曲
ｌ
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
能
」
展
９
月
弱
日
～
如
月
砠
日
。
日
本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
第
三
十
回
年
次
大
会
記
念
特
別
展
示
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
能
に
関
す
る
研
究
メ
モ
、
原
稿
及
び
イ
ェ
イ
ッ
作
「
願
の
井
戸
」
を
翻
案
し
た
新
作
能
「
鷹
姫
』
で
使
用
さ
れ
た
面
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。
９
月
別
日
に
は
同
学
会
記
念
講
演
会
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
能
」
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
神
林
恒
道
・
竹
本
幹
夫
。
◎
東
京
大
学
駒
場
博
物
館
展
覧
会
「
観
世
家
の
ア
ー
カ
イ
ブ
～
世
阿
弥
直
筆
本
と
能
楽
テ
ク
ス
ト
の
世
界
」
皿
月
ｎ
日
～
Ⅱ
月
別
日
。
東
京
大
学
駒
場
博
物
館
。
観
世
文
庫
所
蔵
資
科
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
を
記
念
し
て
の
展
覧
会
。
世
阿
弥
自
筆
能
本
や
能
楽
伝
書
を
は
じ
め
と
す
る
文
書
資
料
や
能
装
束
を
展
示
。
期
間
中
に
二
回
の
講
演
会
と
六
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
う
。
ま
た
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ｎ
月
９
日
に
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
中
庭
で薪能が催された。
◎
第
十
四
回
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
弘
化
勧
進
能
絵
巻
の
世
界
ｌ
江
戸
時
代
の
都
市
と
能
楽
ｌ
」
①皿月５日宮本圭造「「弘化勧進能絵巻』が描くものｌ江戸
の
勧
進
能
に
集
う
人
々
ｌ
」
②
、
月
阻
日
山
中
玲
子
「
勧
進
能
の
舞
台
の
上
ｌ
人
々
は
ど
ん
な
能
を
観
た
の
か
ｌ
」
③
、
月
泌
日
原
田
信
男
「
桟
敷
と
盛
り
場
の
食
文
化
ｌ
ア
ジ
ア
の
な
か
の
江
戸
食
文
化
ｌ
」
④
、
月
沁
日
高
村
雅
彦
「
劇
場
の
宇
宙
ｌ
建
築
か
ら
見
た
弘
化
勧
進
能
と
ア
ジ
ア
の
戯
台
ｌ
」
⑤
、
月
別
日
表
章
「
江
戸
の
勧
進
能
ｌ
そ
の
歴
史
と変遷ｌ」
◎
国
文
学
研
究
資
料
館
連
続
講
演
「
表
氏
八
十
以
後
能
楽
談
儀
ｌ
能
楽
研
究
百
年
史
の
争
点
を
洗
う
ｌ
」
表
章
氏
に
よ
る
全
５
回
の
講
演
①
、
月
別
日
ヨ
花
伝
』
成
立
論
と
世
子
用
字
法
探
索
と
１
世
阿
弥
能
楽
論
研
究
の
進
展
と
課
題
ｌ
」
②
ｎ
月
９日「作者研究と作品研究の流れｌ小段理論・古注・作品史
などｌ」③ｎ月加日「観世信光と金春禅鳳ｌ室町後期の新し
い
動
き
ｌ
」
④
皿
月
７
日
「
徳
川
綱
吉
・
家
宣
の
功
罪
ｌ
大
混
乱
の
中
の新傾向ｌ」⑤Ｅ月ｎ日「「座」「流」と「大夫」「家元」ｌ
能
楽
史
研
究
の
動
向
と
展
望
ｌ
」
。
な
お
、
同
館
で
は
講
座
開
催
期
間
中
の
ｎ
月
７
日
～
妬
日
に
能
楽
資
料
展
が
催
さ
れ
、
館
蔵
・
個
人
蔵
の
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能
楽
資
料
が
展
示
さ
れ
た
。
栄
誉
・
受
賞
◎
文
化
庁
芸
術
祭
賞
（
平
成
二
○
年
度
）
大
賞
狂
言
方
大
蔵
流
茂
山
千
五
郎
（
茂
山
狂
言
会
、
三
世
千
作二十三回忌追善における狂一一一一口「通圓」の演技に対し
て）。
優
秀
賞
横
浜
能
楽
堂
（
特
別
企
画
公
演
「
武
家
の
狂
言
、
町
衆
の
狂言」の成果に対して）。
新
人
賞
シ
テ
方
観
世
流
上
田
拓
司
（
第
十
四
回
照
の
会
に
お
け
る
能
「
江
口
」
半
能
「
石
橋
・
大
獅
子
」
の
演
技
に
対
し
て
）
。
◎日本芸術院賞（平成二○年度）
シ
テ
方
観
世
流
観
世
鏡
之
丞
推
薦
理
由
卵
幼
少
よ
り
伯
父
観
世
寿
夫
及
び
父
八
世
観
世
鏡
之
亟
の
も
と
で
研
鏑
を
積
み
、
伯
父
の
知
的
視
点
に
基
づ
く
古
典
の
正
統
的
継
承
と
端
正
な
芸
風
を
範
に
、
父
の
華
麗
優
美
な
芸
風
を
併
せ
持
つ
能
楽
師
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
近
年
の
鏡仙会所演〈野宮〉を始めとする舞台成果に大器の片鱗
を
見
せ
た
。
新
作
能
へ
の
新
し
い
仕
事
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
海
外
公
演
に
も
積
極
的
で
、
一
演
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
有
数
の
演
能
集
団
、
鏡
仙
会
の
棟
梁
と
し
て
、
更
に
は
ま
た
能
楽
界
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
属
目
の
逸
材
と
認
め
る
に
異
論
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
観
世
氏
は
昭
和
Ⅲ
年
、
八
世
観
世
銭
之
亟
静
雪
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
伯
父
観
世
寿
夫
及
び
父
に
師
事
。
弱
年
、
四
歳
で
初
舞
台
。
羽
年〈岩舟〉で初シテ。妬年〈鷺〉佃年〈石橋〉、朋年〈翁〉、印
年に〈道成寺〉を披く。平成Ⅲ年、九世銭之丞を襲名。東京、
関
西
を
中
心
に
全
国
的
に
活
躍
す
る
ほ
か
、
新
作
能
の
試
み
や
海
外
公
演
等
に
も
積
極
的
に
参
加
。
日
本
能
楽
会
会
員
。
社
団
法
人
鎮
仙
会
理
事
長
。
都
立
国
際
高
校
非
常
勤
講
師
。
京
都
造
形
芸
術
大
学
評
議員。法政大学大学院システムデザイン研究科客員教授。
◎
春
の
褒
章
旭
日
小
綬
章
大
鼓
方
高
安
流
安
福
建
雄
◎重要無形文化財保持者各個認定（人間国宝）
笛
方
一
噌
流
一
噌
仙
幸
認
定
理
由
卵
高
度
な
演
奏
技
法
を
体
得
し
、
「
三
老
女
物
」
を
は
じ
め
と
す
る
最
高
の
秘
曲
・
大
曲
を
た
び
た
び
勤
め
、
そ
の
演
奏
成
果
は
恩
賜
賞
・
日
本
芸
術
院
賞
や
紫
綬
褒
章
を
受
け
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
社
団
法
人
日
本
能
楽
会
の
理
事
に
就任し、また国立能楽堂能楽（三役）養成研修講師を勤
め
る
な
ど
、
斯
界
の
振
興
及
び
伝
承
者
の
養
成
に
尽
力
し
て
お
り
、
広
く
能
楽
界
に
お
い
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
っ
て
いる。
｜
噌
氏
は
昭
和
咀
年
一
噌
正
之
助
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
別
年より藤田大五郎に師事。〈俊成忠度〉で初舞台。師年に
〈道成寺〉を披く。平成３～９年、能楽協会理事。平成８年
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
別
年
日
本
芸
術
院
賞
・
恩
賜
賞
を
受
賞
。
同
年
紫
綬
褒
章
受
章
。
◎文化功労者（ｎ月〃日付）
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シ
テ
方
観
世
流
片
山
九
郎
右
衛
門
片山氏は昭和５年、八世片山九郎右衛門（博通）、四世井上
八千代（片山愛子）の長男として京都に生まれ、観世華雪・
雅雪に師事。ｎ年に仕舞〈猩々〉で初舞台。ｕ年〈岩舟〉で初
シテ。〃年に〈道成寺〉を披く。以後、〈嬢捨ｘ鶏鵡小町〉
〈檜垣〉〈関寺小町〉等、最奥の秘曲に至るまで、数多くの舞
台
を
勤
め
る
傍
ら
、
京
都
観
世
会
会
長
、
京
都
能
楽
会
理
事
長
、
能
楽
協
会
理
事
長
等
の
要
職
を
歴
任
。
平
成
２
年
日
本
芸
術
院
賞
、
６
年
紫
綬
褒
章
。
７
年
芸
術
院
会
員
、
昭
年
重
要
無
形
文
化
財
各
個
指
定（人間国宝）。Ⅲ年、観世宗家より雪号「幽雪」および
「
老
分
」
の
称
号
授
与
。
Ⅵ
月
に
は
京
都
市
特
別
功
労
賞
も
受
賞
さ
れ
て
い
る
。
◎
秋
の
褒
章
旭
日
双
光
章
笛
方
森
田
流
寺
井
久
八
郎
日
本
能
楽
会
・
能
楽
協
会
関
係
◎
日
本
能
楽
会
【役員構成】
《会長》野村四郎
〈常務理事》観世清和・金春安明・高橋章・金剛永謹・宝生
閑
・
柿
原
崇
志
・
山
本
東
次
郎
・
野
村
万
作
〈理事》浅見真州・梅若吉之丞・梅若六郎・亀井保雄・豊嶋三
千
春
・
喜
多
六
平
太
・
粟
谷
能
夫
・
高
安
勝
久
・
杉
市
和
・
観
世
新
九
郎
・
山
本
孝
・
金
春
惣
右
衛
門
・
茂
山
千
五
郎
《監事》高橋汎・佐野萌
【会員数】（平成ｎ年度）総数Ⅲ名
シ
テ
観
世
川
金
春
Ⅳ
宝
生
団
金
剛
週
喜
多
筋
小
計
川
ワ
キ
高
安
４
福
王
６
宝
生
９
小
計
凹
笛
一
噌
７
森
田
Ⅲ
藤
田
２
小
計
別
小
鼓
幸
田
幸
清
８
大
倉
８
観
世
２
小
計
別
大
鼓
葛
野
７
高
安
８
石
井
６
大
倉
８
観
世
１
小
計
別
太
鼓
観
世
７
金
春
Ⅱ
小
計
旧
狂
言
大
蔵
〃
和
泉
肥
小
計
佃
◎能楽協会（「会員名簿』平成別年版三○○九）より）
［役員構成】
〈理事長〉野村萬
〈常務理事》武田志房・本田光洋・香川靖嗣・安福建雄・福王
茂
十
郎
〈理事》浅井文義・石黒孝・上田貴弘・大江又三郎・大倉源次
郎
・
観
世
元
伯
・
関
根
祥
人
・
高
安
勝
久
・
武
田
宗
和
・
辰
巳
満
次
郎
・
前
田
晴
啓
・
松
野
恭
憲
・
山
本
則
俊
・
吉
野
晴
夫
〈幹事》秋元実・大塚和成・中田ちず子
【会員数】川名
シ
テ
観
世
柳
金
春
Ⅲ
宝
生
剛
金
剛
別
喜
多
妬
小
計
Ⅲ
ワ
キ
高
安
皿
福
王
凹
宝
生
妬
小
計
別
笛
一
噌
叫
森
田
妬
藤
田
４
小
計
Ｍ
小
鼓
幸
加
幸
清
、
大
倉
別
観
世
６
小
計
Ⅳ
大
鼓
葛
野
皿
高
安
、
石
井
、
大
倉
、
観
世
１
小
計
蛆
太
鼓
観
世
砠
金
春
刈
小
計
側
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狂
言
大
蔵
稲
和
泉
Ⅲ
小
計
Ⅲ
支
部
別
東
京
剛
名
・
名
古
屋
Ⅲ
名
・
北
陸
駈
名
・
京
都
Ⅲ
名
・
大
阪
Ⅲ
名
・
神
戸
別
名
・
九
州
Ⅲ
名
・
本
部
扱
蛆
名
物
故
者
●
浦
田
保
利
観
世
流
シ
テ
方
。
４
月
酪
日
、
心
不
全
の
た
め
逝
去
。
享
年
門
。
昭
和
４
年
、
浦
田
保
嗣
の
長
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
る
。
父
及
び
二
十
五世観世左近、片山博通に師事。８年に仕舞〈春栄〉で初舞台。
初シテは通年〈花月〉・訓年に〈道成寺〉を披く。平成５年〈嬢
捨〉、、年〈関寺小町〉をはじめ、多くの大曲を勤めた。昭和
鮒
年
の
日
本
能
楽
団
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
に
参
加
。
以
後
も
旧
ソ
連
、
イ
ラ
ン
、
中
国
等
、
多
く
の
国
で
の
公
演
を
お
こ
な
っ
た
。
大
阪
文
化
祭
賞本賞（昭和皿・平成２・同８年）、京都府文化賞功労賞（平
成ｎ年）、大阪府文化祭賞金賞（同ｎ年）を受賞。京都観世会
副会長、日本能楽会理事、京都観世会館専務理事等を歴任。
鯛●柳原冨司忠
伽幸清流小鼓方。５月Ⅲ曰くも膜下出血のため逝去。享年
平
垣
昭
和
ｎ
年
岐
阜
市
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
在
学
時
よ
り
能
楽
サ
ー
望クルで福井啓次郎に師事。卒業後玄人の道に入り、〈道成
鵬寺〉〈石橋ｘ卒都婆小町×嬢捨〉等を披く・日本能楽会会員・
ど《月国立能楽堂「能楽三役養成事業」講師、能楽協会名古屋支部
妬副支部長、名古屋市文化振興事業団評議員等を歴任。
１
●
三
島
卓
金春流太鼓方。６月６日、急性肝不全のため逝去。享年刑。
昭
和
卿
年
、
三
島
元
太
郎
の
長
男
と
し
て
大
阪
に
生
ま
れ
る
。
６
歳
で
初舞台。９歳で初能〈猩々〉。平成２年に〈石橋〉ｎ年に〈道成
寺〉を披く。東京・大阪を中心に全国で舞台を勤めるととも
に
、
子
供
や
学
生
へ
の
太
鼓
指
導
、
能
以
外
の
楽
器
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
公演等にも熱心に取り組んだ。オーストラリア、エジプト、
ヨーロッパ等海外公演にも多数参加。
●
藤
波
重
満
観世流シテ方。７月〃日、脳血管障害のため逝去。享年万。
昭和７年、藤波順三郎（紫雪）の三男として東京に生まれる。
父及び二十五世観世左近に師事。初舞台は〈鞍馬天狗〉の花見。
師年に〈道成寺〉を披く。平成７年〈卒都婆小町〉、８年〈鶏鵡
小町〉、、年〈定家〉、ｕ年〈鷺〉をはじめ、多くの大曲を勤め
た。日本能楽会会員。観世会理事、同常務理事、能楽協会常
務理事、観世会監事、観世文庫評議委員等の要職を歴任した
ほか、東京芸術大学では師年にわたって後進の育成に尽力し、
平成ｎ年より同大学名誉教授となった。昭和娚年日本政府派
遣文化使節団の一員として行ったアメリカ・メキシコ公演を
はじめ、フランス、インド等の海外公演にも参加。
●
佐
野
萌
宝
生
流
シ
テ
方
。
９
月
那
日
、
心
不
全
の
た
め
逝
去
。
享
年
別
。
昭
和３年、佐野巌の長男として東京に生まれる。
宝生重英、宝
生英雄に師事。ｎ年に〈百万〉の子方で初舞台。Ⅲ年に〈石橋
連獅子〉、弘年に〈道成寺×乱〉を披く。平成ｎ年の〈卒都婆小
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町〉、Ⅳ年の〈嬢捨〉をはじめ、多くの大曲を勤めた。日本能
楽会幹事、宝生会常務理事など要職を歴任したほか、東京芸
術大学でも長く教鞭を執り、名誉教授となった。
●
伊
藤
正
義
能楽研究者。大阪市立大学名誉教授。神戸女子大学名誉教
授
。
ｎ
月
２
日
、
肺
癌
の
た
め
逝
去
。
享
年
刃
。
昭
和
５
年
神
戸
市
に
生まれる。朗年京都大学文学部文学科（国語国文学専攻）卒業。
弱年同大学院博士課程修了。松蔭短期大学、松蔭女子学院大
学
、
関
西
大
学
を
経
て
、
昭
和
佃
年
よ
り
平
成
４
年
ま
で
大
阪
市
立
大
学
、
平
成
４
年
よ
り
砠
年
ま
で
神
戸
女
子
大
学
に
て
教
鞭
を
執
る
。
「六麓会」「神戸古典研究会」等で、多くの若手研究者や大学
院
生
を
育
て
た
。
大
阪
能
楽
鑑
賞
会
の
企
画
や
廃
曲
の
復
活
上
演
へ
の
協力など、能楽界への貢献も大きい。昭和佃年観世寿夫記念
法政大学能楽賞、平成嘔年兵庫県文化賞受賞。主な著書に、
『金春古伝書集成』表章共編（わんや書店昭和仏年）、『金春
禅
竹
の
研
究
」
（
赤
尾
照
文
堂
昭
和
妬
年
）
、
「
謡
曲
集
上
・
中
・
下』（新潮日本古典集成昭和肥～佃年）、「版本番外謡曲集
一～三」（臨川書店平成２年）、『花伝諸本対観」（和泉書院
平成加年）等。
●
金
井
清
光
能楽研究者。時衆研究者。鳥取大学名誉教授。文学博士。
４月７日逝去。享年別。大正ｎ年長野県松本市に生まれる。
昭
和
肥
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
学
科
に
入
学
。
学
徒
出
陣
・
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
後
、
〃
年
東
京
大
学
国
文
学
科
卒
業
。
犯
年
同
大
学
院
満期退学。同年より鳥取大学学芸学部（のち教育学部）で教鞭
を執り、同大学教授を経て、開年より平成７年
まで、清泉女
子
大
学
文
学
部
教
授
。
能
楽
に
関
す
る
主
な
著
書
に
『
能
の
研
究
」
（桜楓社昭和必年）、『能と狂言』（明治書院昭和印年）、
「風姿花伝詳解』（明治書院昭和冊年）等がある。その他時
衆文芸に関する著書も多数。
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